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「くらしのガイドブック」アンケートの結果 

と更新・配布について 
 

 アンケート実施期間 ：11 月 9 日～11 月 28 日 

 アンケート回答数  ：284（回答用紙＝172、Web＝112） 

 回答率       ：22％ 

-------------------------------------------------------------―――――-------------------

 

 
 

（裏面に続く） 

回覧 
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（次ページに続く） 
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アンケート結果のまとめ

 

配布を希望する人が回答者の半数を超えた。これは、冊子の利便性を求める高齢者の声を反映した結果

と言えるが、40％近い人は配布に否定的で、個人情報の扱いに懸念を抱く声が強い。 

 配布を希望する 配布を希望しない 

名簿以外 ５６％ ４４％ 

名簿 ６５％ ３５％ 

住宅地図 ６９％ ３１％ 

「名簿以外の情報」の更新・配布に関する意見 

 

�� 配布を支持する意見  

• 高齢者やネットを利用しない人への配慮：スマホや PC が使えない人には紙が必須。 

• 即時性・見やすさ：冊子は開けばすぐ情報が見つかる、ネット検索より手軽で早い。 

• 災害時の備え：防災情報は紙で家に貼っておけるので安心。 

� 配布・更新に否定的な意見  

• 費用・労力が大きい：修正や確認の手間がかかり、役員への負担が大きく、コストが無駄。 

• 電子化推奨：ホームページで十分。資源や経費の削減のためには冊子は不要。 

• 情報の古さ・信頼性の低さ：3 年更新では遅い、バスの時刻表等は古くて使えない。 

�����	
� 中間的・折衷的な意見  

• 必要な人だけに配布：希望者や高齢者世帯に限定して配布。 

• 変更一覧表のみ配布：全面再発行ではなく修正点だけを配布。 

• ホームページと併用：冊子は補助的に、最新情報は HP で提供。 

 

「名簿」の配布を“希望する”と回答した人の理由 

 

• 最も多い理由は、連絡先・住所の確認で、日常生活、防災、緊急時対応に有用。 

• 自治会活動や班長業務（班長の順番の確認、留守時の回覧対応など）で使う。 

• 住民のつながりの維持や交流の促進にとって重要。 

• 災害時の助け合いや住民情報を共有している安心感としても重要。 

 

「名簿」の配布を“希望しない”、“配布すべきではない”と回答した人の理由 

 

• 最大の理由は、個人情報の流出や悪用の懸念（特殊詐欺・迷惑電話・勧誘被害など）。 

• 利用機会がない／必要性が低い（知人の連絡先は把握している）。 

• コスト・資源の無駄（冊子は資源と経費の無駄遣い/管理・更新の手間が大きい）。 

• 全戸配布ではなく、限定的な提供にすべき（必要な人が必要な情報を取り出せる仕組み）。 

（裏面に続く） 
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冊子の更新・配布についての自治会の見解 

 

1. 方針 

少数回答(回答率 22％)の結果では、賛否の傾向はつかめても、全貌を把握するのは難しいが、回答

しなかった人は現状維持とみなし、冊子を更新して配布する。 

2. 配布時期 

2026 年度中に内容を更新し、配布する。 

3. 希望者だけに配布 

配布に否定的な人の意見を考慮し、全会員ではなく、希望する人だけに配布する。 

4. 名簿の「姓」、「名」、「電話番号」の扱い 

「姓」、「名」、「電話番号」は、それぞれ本人の許可が得られた場合に限って掲載する。 

尚、名簿を更新した結果、多くの 「姓」、「名」、「電話番号」が歯抜けとなる可能性があることから、

名簿の配布は更新の結果を見た上で判断する。 

5. 住宅地図の「姓」の扱い 

本人の許可が得られた場合に限って「姓」を記載する。 

 

以上 




